
●
破
綻
し
て
い
る
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発

5

当
初
完
成
予
定
だ
っ
た
昨
年
度

末
で
進
捗
率
33
・
５
％
。
保
留
地
予

定
価
格
の
半
分
近
く
ま
で
地
価
は
下

落
し
、
さ
ら
に
２
倍
近
い
年
月
が
か

か
り
か
ね
な
い
。
職
員
人
件
費
だ
け

で
こ
れ
ま
で
54
億
円
。
今
後
、
計

画
的
・
効
率
的
な
推
進
方
針
が
示
せ

る
の
か
。

6

今
年
度
か
ら
全
体
計
画
を
精
査

し
、
事
業
量
、
事
業
内
容
、
事
業
費

の
把
握
と
修
正
に
着
手
す
る
。

●
公
約
違
反
の
市
立
幼
稚
園
廃
園

5

「
廃
止
で
は
な
く
、
公
立
幼
稚

園
と
し
て
意
味
あ
る
活
用
方
法
を
再

度
検
討
」
が
市
長
の
公
約
。
廃
園
の

議
案
提
出
は
公
約
違
反
で
は
な
い
か
。

6

認
定
こ
ど
も
園
移
行
を
検
討
し

た
が
財
政
負
担
が
大
き
く
非
現
実
的
。

厳
し
い
財
政
下
、
廃
止
を
判
断
し
た
。

●
就
学
援
助
制
度
の
改
善
・
拡
大

5

入
学
準
備
に
支
給
が
間
に
合
う

よ
う
仮
認
定
・
仮
払
い
制
度
を
。

6

例
年
７
月
が
最
初
の
支
給
。
早

め
ら
れ
る
か
方
法
を
研
究
す
る
。

●
災
害
時
の
障
害
者
対
策
に
つ
い
て

5

障
害
者
の
避
難
場
所
と
し
て
２

カ
所
の
施
設
と
協
定
を
結
ぶ
と
し
て

い
る
が
、
余
り
に
も
少
な
過
ぎ
る
。

通
所
施
設
も
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
位
置
づ
け
る
な
ど
、
福
祉
避
難

場
所
を
ふ
や
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

6

福
祉
避
難
所
が
当
該
施
設
２
カ

所
で
は
対
応
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
次
年
度
以
降
は
通
所
施
設
の

現
状
を
調
査
し
、
受
け
入
れ
可
能
な

施
設
を
選
定
し
た
う
え
で
避
難
所
の

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
高
柳
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
具
体

的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

5

高
柳
駅
は
市
内
で
唯
一
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
な
い

駅
だ
。
早
く
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

6

現
在
東
武
鉄
道
は
、
ホ
ー
ム
の

幅
の
広
い
位
置
に
新
た
な
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
備
え
た
駅
構
内
の
跨
線
橋
設

置
を
検
討
し
て
い
る
。
平
成
25
年
度

の
実
施
を
目
途
に
調
整
中
で
あ
る
。

●
民
家
等
の
除
染
を

5

民
家
・
民
有
地
の
除
染
は
、「
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
よ
い
」
を
原
則
に

し
て
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

6

住
居
と
そ
の
周
辺
の
除
染
は
優

先
度
が
高
い
。
今
後
、
早
急
か
つ
計

画
的
に
除
染
を
進
め
る
。

●
福
祉
事
業
の
維
持
・
継
続
を

5

事
業
仕
分
け
で
廃
止
・
縮
小
等

と
さ
れ
た
心
身
障
害
者
燃
料
費
助
成

事
業
な
ど
の
７
事
業
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
示
し
て
ほ
し
い
。

6

保
育
ル
ー
ム
等
委
託
乳
幼
児
扶

助
費
は
、
当
面
の
間
は
削
減
を
見
送

る
方
向
。
他
の
６
事
業
は
縮
小
や
見

直
し
等
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

●
教
職
員
増
と
手
賀
の
杜
に
学
校
を

5

図
書
館
指
導
員
・
サ
ポ
ー
ト
教

員
の
大
幅
増
員
を
。
安
全
通
学
の
た

め
、
手
賀
の
杜
に
学
校
建
設
を
。

6

学
校
図
書
館
指
導
員
の
増
員
に

尽
力
す
る
。
サ
ポ
ー
ト
教
員
は
段
階

的
拡
充
に
努
め
る
。
手
賀
の
杜
は
、

風
早
北
部
小
の
敷
地
拡
大
で
対
応
。

●
税
や
保
険
料
な
ど
の
滞
納
整
理

5

滞
納
整
理
に
よ
っ
て
、
市
民
の

生
活
を
困
窮
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

生
活
保
護
基
準
を
割
り
込
む
よ
う
な

厳
し
い
取
立
て
は
や
め
る
べ
き
。

6

生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
十

分
に
配
慮
し
て
い
る
。

●
積
極
的
な
放
射
能
対
策
を

5

除
染
の
基
準
は
国
よ
り
厳
し
く

設
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

6

測
定
基
準
は
国
に
準
拠
す
る
。

5

子
ど
も
の
健
康
調
査
の
実
施
を
。

6

国
や
福
島
の
動
向
を
見
て
い
く
。

5

給
食
食
材
や
農
産
物
の
安
全
確

認
の
た
め
、
よ
り
精
度
の
高
い
測
定

器
の
導
入
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

6

効
果
的
・
効
率
的
方
法
を
検
討
。

●
柏
駅
東
口
Ｄ
街
区
再
開
発
事
業

5

総
事
業
費
170
億
円
。
負
担
金
・

補
助
金
55
億
円
、
こ
の
う
ち
市
負
担

が
27
億
円
。
こ
の
よ
う
な
開
発
事
業

が
優
先
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
。
緊
急

性
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

6

防
災
の
観
点
か
ら
も
必
要
な
開

発
だ
と
考
え
る
。

●
放
射
能
対
策
に
つ
い
て

5

手
賀
沼
周
辺
の
放
射
線
量
に
つ

い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
手

賀
沼
周
辺
及
び
、
手
賀
沼
の
空
間
、

水
、
魚
介
類
、
底
質
な
ど
の
放
射
線

量
の
測
定
の
状
況
は
。

6

県
が
魚
介
類
に
つ
い
て
調
査
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
省
で
総
合
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
計
画
に
基
づ
い
て
河
川
・
湖
沼
等

の
公
共
用
水
域
の
水
質
や
底
質
に
つ

い
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
当
市

で
は
４
カ
所
が
調
査
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
環
境
省
は
結
果
を

公
表
し
て
い
な
い
。

5

手
賀
沼
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
る
、
手
賀
沼
自
然

ふ
れ
あ
い
緑
道
に
つ
い
て
、
な
ぜ
市

で
は
測
定
し
て
公
表
し
な
い
の
か
。

6

手
賀
沼
マ
ラ
ソ
ン
の
際
、
我
孫

子
市
が
測
定
し
、
数
値
を
公
開
し
て

い
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
市
も
放
射
線

量
を
調
査
す
る
。

●
高
柳
駅
改
修
計
画
に
つ
い
て

5

高
柳
駅
は
柏
駅
か
ら
船
橋
駅
ま

で
の
間
で
唯
一
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
て
い
な
い
駅
で
あ
り
、
早
急
な
改

修
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
東
側
の

駅
前
広
場
に
バ
ス
の
回
転
場
、
歩
道

な
ど
を
設
け
、
利
用
者
の
安
全
と
利

便
性
の
確
保
を
図
る
べ
き
だ
。

6

平
成
25
年
度
整
備
の
予
定
で
あ

っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
東

武
鉄
道
に
前
倒
し
で
整
備
す
る
よ
う

要
望
し
た
。
ま
た
、
東
口
駅
前
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

●
小
中
学
校
の
連
携
に
つ
い
て

5

義
務
教
育
で
あ
る
小
学
校
と
中

学
校
の
連
携
を
強
化
し
、
落
ち
こ
ぼ

れ
や
い
じ
め
の
な
い
教
育
を
市
が
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。
ま
た
、
柏
の
葉
小
学
校
の

よ
う
な
、
小
中
で
同
じ
施
設
を
使
う

学
校
は
あ
る
か
。

6

現
在
、
小
中
学
校
の
連
携
の
可

能
性
に
つ
い
て
は
、
松
葉
中
、
中
原

中
、
柏
三
中
、
大
津
ケ
丘
中
の
４
つ

の
中
学
校
区
で
今
年
度
研
究
を
開
始

し
て
い
る
。
施
設
一
体
型
の
連
携
教

育
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い
な
い
。

●
議
員
報
酬
に
つ
い
て

5

市
長
は
、
議
員
が
受
け
取
る
報

酬
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

6

日
当
制
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
酬

の
考
え
方
は
、
幅
広
い
意
見
を
聞
い

た
上
で
、
議
員
各
位
の
議
論
の
上
で

判
断
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

●
放
射
線
対
策
の
財
源
に
つ
い
て

5

放
射
線
対
策
の
た
め
の
予
算
と

し
て
、
今
年
度
は
17
億
円
が
計
上
さ

れ
、
来
年
度
か
ら
再
来
年
度
に
か
け

て
合
計
33
億
円
が
計
上
さ
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
財
源
は
。

6

放
射
線
対
策
の
費
用
は
、
放
射

性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
が
規

定
す
る
よ
う
に
、
国
や
東
京
電
力
が

全
額
負
担
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
た
だ
、
現
在
財
政
措
置
の
詳
細

が
示
さ
れ
ず
、
事
業
の
実
施
に
影
響

が
な
い
よ
う
、
今
回
の
補
正
予
算
に

計
上
し
た
除
染
事
業
の
財
源
に
は
、

昨
年
度
決
算
の
繰
越
金
を
充
て
た
。

●
条
例
化
さ
れ
て
い
な
い
市
の
受
動

喫
煙
防
止
措
置
に
つ
い
て

5

市
で
は
昨
年
受
動
喫
煙
防
止
措

置
が
実
施
さ
れ
た
が
い
ま
だ
に
条
例

化
さ
れ
て
い
な
い
。
神
奈
川
県
は
条

例
化
し
、
流
山
市
は
条
例
化
し
よ
う

と
し
た
。
受
動
喫
煙
防
止
措
置
は
市

の
管
理
し
て
い
る
施
設
内
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
条
例
化
の
必
要
性
は
な
い

と
市
当
局
は
説
明
を
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
「
何
人
も
法
の
定
め
る
手
続

が
な
け
れ
ば
自
由
を
奪
わ
れ
な
い
」

と
規
定
す
る
憲
法
第
31
条
の
法
定
手

続
条
項
に
違
反
す
る
。
内
容
が
正
し

け
れ
ば
行
政
は
何
で
も
自
由
に
措
置

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
人
は
公
権
力
を
握
る

と
権
力
を
乱
用
す
る
も
の
な
の
で
立

法
機
関
の
議
決
を
必
要
と
す
る
と
い

う
法
定
手
続
条
項
が
憲
法
に
定
め
ら

れ
た
。
国
の
健
康
増
進
法
が
地
方
自

治
体
に
受
動
喫
煙
防
止
措
置
を
授
権

し
て
い
る
の
で
は
と
い
う
解
釈
も
示

さ
れ
た
が
、
同
法
は
そ
の
よ
う
な
内

容
に
な
っ
て
い
な
い
し
、
地
方
分
権

一
括
推
進
法
で
国
が
地
方
自
治
体
を

国
の
執
行
機
関
と
し
て
使
う
こ
と
が

で
き
る
と
し
た
機
関
委
任
事
務
は
廃

止
さ
れ
た
の
で
、
健
康
増
進
法
に
基

づ
い
て
市
が
禁
煙
措
置
を
実
施
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
条
例
化
を
バ
イ

パ
ス
し
て
受
動
喫
煙
防
止
措
置
を
と

っ
た
こ
と
は
憲
法
違
反
で
あ
る
。
速

や
か
な
条
例
化
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

6

地
方
自
治
法
第
14
条
に
法
定
手

続
条
項
が
あ
る
が
、
公
用
物
は
第
14

条
の
範
囲
外
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
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